



































教師の研修手法として「critical friends group」、「peer coaching」、「lesson study」、
「cooperative development」、「teacher study group」を挙げている。日本の学校現場で行
われている校内研修は、これらの中の「lesson study（授業研究）」にあたるものである。
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れる   線部のフィードバックは教員によるもの、⑥・⑦の   線部のフィードバック







































































  ①学習目的が明瞭か 
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がえる。仲間からのフィードバックにより、教室が peer coaching（Johnson, 2009）の空間
として機能し始めていたことがその特徴の一つであろうと考えられる。 
 






































「最初は、“that”をどのように使って話題を作るか苦戦したが、それが作れるとあとは   














を活かした授業案を組み立て、    線部に示す反省点を挙げながら授業を振り返っている。
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